
○ 関西TLOは、京都大学、立命館大学と知的財産マネジメントに関する包括的な連携関係を構築。
○ 具体的には、業務受託契約を締結し、発明者への発明ヒアリング、発明評価（先行技術調査、プレマーケティングによる市場

性価値調査）、発明評価レポートの作成、大学・公的研究機関等の発明委員会への報告、特許出願明細書作成支援、マーケ
ティング活動まで、一貫した業務を実施。

○ 上記業務を円滑に実施するため、京都大学内に関西TLO京都大学オフィスを設置し、関西TLOの職員が常駐。
○ また、新たに和歌山大学と知的財産マネジメントに関する包括的な連携関係を構築。和歌山大学内にも関西TLO和歌山大

学オフィスを設置。すでに具体的な産学連携の成果を獲得。
○ さらに、平成21年度から京都府立医科大学の知的財産マネジメント・産学連携業務を一括して独占的に受託し、同大学の知

的財産マネジメント・産学連携体制の整備を関西TLOが実施。

出所：関西ティー・エル・オーホームページ

８．創造的産学連携事業の事例

関西ティー・エル・オーの活動

関西TLOが実施する広域的産学連携活動 関西TLOが手がけた和歌山大学と民間企業との産学連携の成果

8

研究開発を起点とした新事業、新産業創出による地域経済の活性化を図るため、地域のリソースを最
適に組み合わせた研究体による実用化技術の研究開発を実施する。
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新産業、新事業の創出による
地域経済活性化の実現

９．地域イノベーション創出研究開発事業 （21年度予算額65.1億円（20年度予算額63.2億円））

・【研究開発期間】： 2年以内（1年以内の提案も可能）

・【募集区分、委託額】： （21年度）
①一般型 （1年目：3千万円超～1億円以内 2年目：5
千万円以内）

新製品開発を目指す実用化技術の研究開発支援を通
じて、新たな需要を開拓し、地域の新産業・新事業の創
出（農林水産事業に係るものを含む。）に貢献しうる製
品等の開発。ブロック経済を超える程度に広域的にイノ
ベーションを起こす可能性のある研究開発。

②地域資源活用型 (1年目：5百万円超～3千万円以内
2年目：2千万円以内)

地域に存在する資源（地域資源、地域技術等）を活用し
た、新製品の開発を目指す実用化技術の研究開発を
通じて、新たな需要を開拓し、地域の新産業・新事業の
創出（農林水産事業に係るものを含む。）に貢献しうる
製品等の開発。県域を超えブロック経済にイノベーショ
ンを起こす可能性のある研究開発。

農商工連携に資する案件、産業クラスター計画関連案
件及び他府省の研究開発制度等と連携した案件につ
いては優先的に支援。

委託

プロジェクト
マネージャー

経済産業省
経済産業局

提案

外部審査
・技術開発内容の妥当性・優秀性
・事業化の可能性及び経済波及効
果、資金の負担能力
等

内部審査
・産業クラスター・他府省施策との関
連
・地域経済への波及効果等

研究体

事前評価時は補助金化により事業化率を向上させることを検討していた。
しかし、技術力を有するが資金力に乏しい地方の企業の技術開発を支援する
には委託費の方が適切と判断した。
また、事業化率を向上させるため、２０年度から、プロジェクトごとに原則民間

企業に所属するプロジェクトマネージャーを置き、事業化に向けた取組をプロ
ジェクト終了後もフォローアップすることのできる体制とした。
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